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年長さんが育てている茄子の葉に、赤ちゃんカタツムリ   を見つけ、苺組で飼うことにしました。 

 

まだとても小さく、いつも虫かごの蓋の裏に 

くっついている恥ずかしがり屋さんです。 

子ども達も と毎日探しながら、 

大切に見守っていました。 

 

数日後、年長さんが胡瓜の茎に大きなカタツムリを発見！ 

と届けてくれたので、 

虫かごで一緒に育てることにしました。 

 

 

翌日、何も知らずに虫かごをのぞいた年少さんは、 

と、みんなで真剣に話し合っていました。 

 

その可愛らしい会話が、微笑ましく、そのままにしておきたくなりましたが、 

「実はね…」と大きなカタツムリを年長さんが持ってきてくれたことを伝えると、 

「そうだったんだ〜！」と喜んでいました。 

 

小さな発見や不思議を友達と一緒に考えながら、 

毎日たくさんの気づきや驚きを楽しんでいます。 

 


